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三木 ゆかり中川 弓子

猪
名
川
町
の
お
米
の
特
徴

　
猪
名
川
町
で
採
れ
る
お
米
は
、
猪

名
川
や
そ
の
支
流
に
流
れ
る
「
き
れ

い
な
水
」
と
「
昼
夜
の
寒
暖
差
」
の

恩
恵
を
受
け
、
ね
ば
り
と
強
い
甘

み
が
特
徴
で
す
。
町
内
で
は
、
約

４
８
８
戸
の
農
家
が
稲
作
に
励
ん
で

お
り
、
昨
年
度
の
作
付
面
積
は
約

１
７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
収
穫
量
は

約
８
１
３
ト
ン
で
し
た
。

半
年
か
け
て
す
く
す
く
育
つ

　
「
米
作
り
」
は
、
３
月
の
「
苗
」

づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
２
カ
月
か
け

て
育
て
た
苗
は
、
５
月
に
な
る
と
一

斉
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
す
。
農
家
の

皆
さ
ん
は
、
毎
日
田
ん
ぼ
に
足
を
運

び
、
田
ん
ぼ
に
張
る
水
の
量
や
病
害

虫
対
策
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
、
稲

を
大
切
に
育
て
ま
す
。
９
～
10
月
に

な
る
と
い
よ
い
よ
刈
り
取
り
で
す
。

稲
は
、
収
穫
さ
れ
た
あ
と
、
乾
燥
さ

せ
、
殻
を
取
り
除
き
玄
米
に
加
工
。

精
米
さ
れ
て
私
た
ち
の
食
卓
に
届
き

ま
す
。

今
年
の
お

米
は
特
に
上
等
や
で
！

　9 ～ 10 月は稲刈りの季節。農業の盛んな猪名川町では、この時期あち
こちで稲刈り中の農家さんをお見かけします。
　今号では、猪名川町のお米のことについて、関係者の皆さんにお話を聞
いてきました！　　　　　　　 ▷問合せ　農業環境課（☎ 766 − 8709）

農家さんのこだわり
　猪名川町のおいしいお米づくりの裏
で、農家さんはどのような工夫をされて
いるのでしょうか？

今
年
は
特・
・に
町
内
産
が
オ
ス
ス
メ

　

猪
名
川
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
安
全
・
安
心
の
「
猪
名
川
町
の

お
米
」
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
農
産
物
検
査
な

ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
元
へ
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
台
風
な
ど
の
被
害
も
少

な
く
、
気
候
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
農

家
さ
ん
か
ら
も
「
今
年
の
お
米
は
特

別
に
お
い
し
い
よ
！
」
と
の
お
声
を

聞
い
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
新
米

の
販
売
も
始
ま
る
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
町
内
産
の
お
米
を
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ＪＡ兵庫六甲猪名川
営農支援センター

森本 章センター長

　炊き上がりのつやと香りが
良く、 甘みともっちりとし
た粘りが強いのが特徴です。

いながわ源流の里
（コシヒカリ）

　炊き上がりが絹のように
白く、ソフトな粘りとあっ
さりとした味が特徴です。

ろくちゃんライス
（キヌヒカリ）

猪名川のお米を給食でも

　道の駅いながわには、新鮮なお米を希望の量
だけをお好みの分付きで精米してくれるサービ
スもあります。

精米＆量り売りサービスも♪猪名川町のお米の販売
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▶問合せ　道の駅いながわ（☎ 767 − 8600）
営農支援センター（☎ 767 − 8020）

編
集
後
記

　
私
も
毎
日
い
た
だ
い
て
い
る
、
猪

名
川
町
の
お
米
。
農
家
の
皆
さ
ん

か
ら
お
米
づ
く
り
へ
の
想
い
や
工

夫
を
聞
い
て
、
改
め
て
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
米
を
道
の
駅
に
買
い

に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
♪

地産地消の取り組み
　「地産地消」とは、「地域で生産された農作物を地域で消費する
こと」です。この取り組みは、農産物の輸送コストを削減できる
ほか、地元産ということで消費者が農業を身近に感じ、関心を持
つきっかけとなることなども期待して進められているそうです。
　町内産のお米も、住民の皆さんに消費してもらえるよう、ブ
ランド米として「道の駅いながわ」や「ＪＡ兵庫六甲猪名川営
農支援センター」で販売されているんです！

　稲の状態に合わせて肥料を
まき、品質の良いお米を目指
して大切に育てています！
畑 正敏さん（槻並・71 歳）

　稲が栄養を吸収しやすくな
るよう、田んぼの水の量に気
をつけています！
荒井 義晴さん（西畑・67 歳）

　猪名川のお米は、町立幼稚園、小・中学校の給食で子どもたち
にも提供されているんです。子どもたちは、毎日の給食で猪名川
町の「農」を味わい、身近に感じることができるんですね♪
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